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15号Bloom Letter
人
生
に
一
度
の
メ
モ
リ
ー
を
…

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
当
日
の
ご
高
齢
者
の
中
で
喜
寿（
七
十
七
歳
）の
賀
を
迎
え
ら
れ
た
方
が
一
名
、

傘
寿
（
八
十
歳
）
の
方
二
名
、
米
寿
（
八
十
八
歳
）
の
方
七
名
、
卒
寿
（
九
十
歳
）
の
方
が
三
名
お
ら

れ
ま
し
た
。
一
生
に
一
度
の
大
賀
記
念
で
す
か
ら
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
朱
印
の
「
お
手
形
」
を
お

作
り
致
し
ま
し
た
。
新
し
い
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
新
薬
師
」
で
は
百
三
賀
（
百
三
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
お

方
の
お
祝
い
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

敬
老
「
二
胡
演
奏
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　“
二
胡
の
会
「
エ
ル
ー
」”
の
四
名
の
皆
様
の�

心
の
こ
も
っ
た
演
奏
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

中
国
の
歌
や
懐
か
し
い
日
本
歌
謡
、
童
謡
等
を
聞

か
せ
て
頂
い
て
、
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
し
て
下
さ
っ
た
の
は
左
記
の
方
々
で
し
た
。

　
福
田
揚
子
様
、
木
村
あ
け
み
様
、
平
井
和
世
様
、

川
田
節
子
様
（
順
不
同
）
の
四
名
様
で
し
た
。

　
皆
様
、
演
奏
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企画・監修 株式会社ウェルネット　発行元 株式会社八重桜

デイハウス 八重桜

10月になりました。
今年の夏は大型台風の上陸で、奈良
県にも大きな被害があり大変でした。
デイハウスでは、育てていたゴーヤ
が少し収穫できました。
ゴーヤは苦味が強く苦手な方もいらっ
しゃると思いますが、生活習慣病など
の諸症状に効果があると言われてい
ます。秋はおいしい食べ物がたくさん
出てきます。いっぱい食べていっぱい
笑って元気に過ごしましょう。 デイサービス 八重桜

日増しに秋の深まりを感じるようにな
りましたね。
実りの秋です。旬の食材もたくさんあ
ります。そのなかでもキノコは、食物
繊維が豊富に含まれていて便秘予防
に効果的です。免疫力を高める成分
や、糖尿病や動脈硬化を予防する栄
養成分も豊富に含まれています。そ
して、何よりも低カロリー。ダイエッ
トにも最適です。旬の食材をおいしく
いただき、季節を感じながら健康に
過ごしていきたいですね。
10月は、運動会をはじめ楽しい催し
を企画しています。
朝晩、少し冷え込むようになってきま
したが、体調に気をつけて元気に八
重桜へお越しください。

ステイケア 八重桜

初秋。まだまだ寝苦しい夜が続いて
います。それでも日によっては朝方、
肌寒く感じる日もありますが…。
こんなに天候不順な日が続くと、気
持ちも沈んできます。こんな夜は、
昼はデイでお風呂・夜はスタッフと
楽しく涼しく過ごせるステイケアを
どうぞご利用下さい。
美味しいご飯を準備してお待ちして
おります。

八重桜の掲示板

デイサービス八重桜 9月工作作品

デイハウス八重桜 9月工作作品

� 中山 實男　（写真：文）
奈良公園の荒池の近くに、「十三鐘」と呼ばれる御堂があ

ります。昔、興福寺の小僧さん達が習字をしていると、そこ
へ鹿が近づいて来た。小僧さんの中の「三作」という子が
文鎮を鹿めがけて投げつけたら、運悪く鹿に命中してその
鹿は死んでしまった。
当時鹿は春日大社の神使として、殺した者は石詰の刑に
する掟が有りました。「三作」も子供といえども許されず、
年齢の十三歳にちなんで一丈三尺の井戸が掘られ、「三作」
は死んだ鹿を抱かせられて井戸へ入られ、石や瓦を詰めて
石子詰めにされました。
その御堂が「十三鐘」であり、それ以来奈良の町では石
子詰めが怖くて、家の前に鹿の死体があった場合には、そっ
と隣に移動させなくてはと、朝は早起きになったそうです。

 

二
年
が
過
ぎ
て

�

中
川
　
雅
義

自
分
が
こ
の
八
重
桜
に
入
社
し
て
約
二
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
介
護
経
験
も
な
く
、

資
格
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
会
社
の
先
輩
方

や
上
司
の
方
々
に
色
々
教
え
て
頂
い
た
り
、
助

け
て
頂
い
た
り
と
、
と
て
も
親
身
に
な
っ
て
頂

き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
が
こ
の
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
今
で
も

一
番
大
事
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
「
思
い
や
り

の
あ
る
利
用
者
様
へ
の
接
し
方
」
で
す
。
介

護
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
真
心
の
こ
も
っ
た

温
も
り
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と

願
い
な
が
ら
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

利
用
者
様
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
時
や
、

心
底
か
ら
の
笑
顔
が
拝
見
で
き
た
時
な
ど
が
、

私
に
と
っ
て
も
一
番
嬉
し
い
時
で
あ
り
、
こ
の

仕
事
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
瞬

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
八
月
一
日
か
ら
「
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新

薬
師
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
頼
れ
る
ス
タ
ッ
フ
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、�
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八
重
桜
の
九
月
十
九
日
は
＂敬
老
会＂
で
し
た
。

社
員
投
稿
欄

今
月
号
も
「
古
代
史
雑
考
」
は
お
休
み
し
ま
す
。

古
代
史
雑
考
シ
リ
ー
ズ 

カメラ散歩

ステイケア 八重桜

秋も深まりつつあります。ぬくもり
が恋しくなる季節ですね。
一日の気温の変化が大きく体調を崩
しやすい時期でもあります。快適に過
ごしていただけるよう寝具の調整や
お部屋の温度の調整など、ちょっとし
たことでも遠慮なくお声をかけてくだ
さい。ステイケアでは、温かいお食
事と温かいお布団と温かいスタッフの
笑顔が皆様をお待ちしています。

デイガーデン新薬師

すっかり涼しくなりましたが、皆様は
お元気でしょうか。職員はいつも元気
に皆様を迎えさせて頂いております。
10月といえば「イチョウ」花言葉は
「長寿」。長寿の秘
訣を伺うと「笑顔」
とおっしゃってく
ださいました。
これからも、皆様
と毎日笑顔で過ご
していきたいと思
います。 関口�容子

（
全
八
重
桜
グ
ル
ー
プ
の
施
設
で
行
い
ま
し
た
）

居宅介護支援事業所 八重桜

朝夕、めっきり冷え込むようになり
ました。この頃は、「ひざが痛い」「腰
が痛い」などの声を多く聞くように
なりました。湿布薬や痛み止めの薬
を使っていただくこともありますが、
「冷え」からきていることも考えら
れますので、温かいお風呂で温める
こともお勧めしています。家のお風
呂や銭湯もいいですが、デイサービ
スの広いお風呂にゆったりと浸かっ
て心身共にも温かくなってください。

小規模通所介護

デイガーデン 八重桜

残暑は厳しいものの、デイガーデン
の庭には少しずつ秋の気配が訪れて
います。日中はトンボが池の周りを飛
び、夕方には虫の声が聞こえるよう
になりました。寒さに強いお花に植
えかえようと計画中です。

デイ＆ナイトサービス 八重桜

9/22（木）午後から敬老会を行いま
した。短い時間でしたが、職員の出
し物に利用者様が大笑い。「シワが
増える！」と利用者様。
夏祭りに引き続き女装での出し物
（笑）。ここの男性職員は女装に興味
があるのかしら。。。
次回のイベントにも期待が持てます。
記念品と写真立てと大笑いの想い出
を持って帰っていただきました。
来年の敬老会も元気でお会いしま
しょうネ。
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正
宏
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店
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月

ヘ
ル
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２
級

井
本 

良
江

本
　
店

四
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

今
井 

貴
幸

本
　
店

五
月

坂
口 

正
樹

本
　
店

五
月

皆
田 

美
千
代
本
　
店

五
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

中
山 

達
男

本
　
店

五
月

姫
田 

真
伸

本
　
店

七
月

西
川 

勉

本
　
店

七
月

一
級
建
築
士

坂
口 

健
太

本
　
店

八
月

中
尾 

幹
子

本
　
店

八
月

森
口 

や
よ
い
本
　
店

九
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

田
代 

敦
士

本
　
店

九
月

三
浦 

知
里

２
号
店

五
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

坂
谷 

和
紀

２
号
店

五
月

末
松 

智
恵

４
号
店

四
月

砂
川 

明
子

４
号
店

五
月

介
護
福
祉
士

初
心
を
忘
れ
ず
に
利
用
者
の
皆
様
に
心
か
ら

喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
真
心
の
こ
も
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歓
迎

新
し
い
仲
間 

（
四
月
以
降
）

仲
良
く
し
て
下
さ
い
ね

bloomlettervol15.indd   1 2011/09/28   17:22:22



Bloom Letter　ブルームレターBloom Letter　ブルームレター

送
迎
の
車
窓
に
流
れ
る
風
は
秋	

稲
場
　
克
允

農
道
に
赤
く
燃
ゆ
る
や
彼
岸
花	

松
本	

美
佐
子

名
月
に
う
さ
ぎ
が
見
え
る
縁
の
端	

伊
勢
　
久
子

仲
よ
し
の
皆
揃
っ
て
句
会
か
な	

三
宅
　
芳
子

秋
の
風
月
々
ご
と
に
寒
く
な
る	

井
上	

ヒ
ロ
子

鈴
虫
や
羽
の
上
げ
下
げ
音
色
だ
す	

岡	

ト
ミ
エ

俳
句
教
室
発
表
句
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

塩
田 

智
美
（
俳
句
教
室
担
当
）

（
秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
元
気
に
八
重
桜
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

（
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
風
景
で
す
ね
。）

（
月
見
団
子
が
あ
れ
ば
最
高
の
お
月
見
で
す
。）

（
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。）

（
寒
く
な
り
ま
す
。
お
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。）

（
秋
、
虫
の
音
色
を
聴
い
て
い
る
と
ぐ
っ
す
り
眠
れ
そ
う
で
す
。）

＊
左
三
句
は
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
薬
師
「
俳
句
教
室
作
品
」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
―
ス
タ
ッ
フ
の
か
く
れ
た
努
力
―

デ
イ
＆
ナ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜

馳
せ
走
る 

　
　
　
　
　
　
　  

の
ひ
と
り
ご
と

　西 

勝
康

食
の

匠

長
か
っ
た
残
暑
、
続
い
て
上
陸
し
た
台
風
に
気
の
滅
入
る
九
月

で
し
た
が
、
よ
う
や
く
秋
風
が
吹
き
始
め
ま
し
た
。

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
て
頂
こ
う
と
今
月
は
栗
、
柿
、
菊
花
、

里
芋
等
を
多
用
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
う
～
ん
…
頑
張
っ
て
松
茸
も
ど
こ
か
で
…
…
。

継
続
が
肝
要
…
と
、
心
し
て
い
ま
す
。

９
月
５
日
は
「
筋
ト
レ
の
日
」
で
し
た
。
参
加
者
は

十
八
人
。
川
田
優
ス
タ
ッ
フ
が
筋
ト
レ
の
チ
ュ
ー
タ
と

な
っ
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
し
た
。
椅
子
に
座
っ
て
の

身
体
各
部
の
運
動
に
は
楽
し
さ
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

肝
要
で
す
の
で
チ
ュ
ー
タ
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

敬
老
の
会
は「
金
色
夜
叉
」で
…

９
月
22
日
の
「
敬
老
の
会
」
で
は
演
劇
―
「
金

色
夜
叉
」
で
　
満
場
大
爆
笑
で
し
た
。

「
お
宮
さ
ん
。
来
年
の
今
月
今
夜
、
再
来
年
の

今
月
今
夜
の
こ
の
月
を
僕
の
涙
で
曇
ら
せ
て
見
せ

る
…
ク
ッ
ク
～
」

貫
一
、
お
宮
の
主
役
の
二
人
の
熱
演
も
結
構

だ
っ
た
け
れ
ど
、
背
景
の
「
松
の
木
」
と
黄
色
い

「
お
月
さ
ま
」、
そ
れ
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
「
雲
」

を
演
じ
た
ス
タ
ッ
フ
の
楽
し
そ
う
な
顔
！
！
！�

小
学
校
の
頃
、
学
芸
会
の
人
選
に
漏
れ
て
寂
し

か
っ
た
け
ど
、
や
っ
と
出
演
の
夢
が
か
な
っ
た
の

で
す
。
ハ
イ
。

敬
老
会
記
念
品
は
…
…

利
用
者
の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
記
念
品
に
は
何

が
い
い
か
…
何
日
も
前
か
ら
ス
タ
ッ
フ
は
苦
心
し
ま

す
！入

浴
時
の
着
替
え
袋
（
巾
着
袋
）
や
、
特
に
通
所
の

方
々
に
は
ポ
ー
チ
を
！
　

喜
ん
で
頂
け
た
か
し
ら
…
！
。

救
急
時
の
訓
練
―
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
訓
練

９
月
９
日
（
６
時
半
か
ら
）
桜
塾
の
研
修
で
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
っ
た
救
命
訓
練（
心

肺
停
止
に
陥
っ
た
患
者
さ
ん
を
蘇
生
さ
せ
る
）を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
真
剣
で
し
た
。

特
養
待
機
者
に
と
っ
て
福
音
と
な
る
か
？
　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
制
度
の
創
設
普
及
を

目
的
と
す
る
「
高
齢
者
住
ま
い
法
の
改
正
法
」
が
十
月
二
十

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
「
高
齢
者
円
滑
入
居

賃
貸
住
宅
」「
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
」「
高
齢
者
向
け
優

良
賃
貸
住
宅
」
等
の
名
称
で
高
齢
者
向
け
住
宅
の
供
給
が

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
こ
れ
ら
の
制
度
を
整
理
し

一
本
化
さ
れ
た
の
が
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

の
新
し
い
概
念
で
す
。

高
齢
者
世
帯
や
要
介
護
者
等
の
急
激
な
増
加
に
対
応
し
、

介
護
・
医
療
と
連
携
し
て
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
付
き
住
宅
（
一
戸
当
た
り
25
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の

供
給
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
国
交
省
だ
け
で
は
な
く
厚
労
省
も
共
に
管

轄
し
て
10
年
計
画
で
60
万
戸
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
入

居
対
象
者
は
60
歳
以
上
の
自
立
か
ら
要
介
護
の
方
ま
で
の

高
齢
単
身
者
・
夫
婦
世
帯
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
―
従
来
の
高
齢
者
住
宅

と
ど
こ
が
違
う
の
か
、
本
誌
の
次
号
に
亘
っ
て
解
り
や
す
く

お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
ず
は
、
こ
こ
で
云
う
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
」
と
は
何
か
。

こ
れ
は
介
護
・
医
療
・
福
祉
関
係
の
職
員
が
少
な
く
と
も

日
中
常
駐
す
る
こ
と
、
及
び
夜
間
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
こ
と
で
、状
況
把
握
（
安
否
確
認
）
を
す
る
こ
と
、

ま
た
生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
管
理
人
の
居
る
老
人
マ
ン

シ
ョ
ン
と
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

実
際
に
も
要
介
護
世
帯
の
方
は
さ
ら
な
る
密
度
の
高
い
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
な
い
と
充
実
し
て

暮
ら
し
て
ゆ
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
有
料
・
無

料
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
化

さ
れ
た
有
効
な
「
高
齢
者
向
け
住
宅
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
し
、
ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
強
く

思
う
次
第
で
す
。

実
際
に
国
の
基
準
に
則
し
た
こ
の
概
念
の
共
同
住
宅
は
有
料

老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
住
宅
は
自
立
の
方
か
ら
要
介
護

の
方
ま
で
入
居
が
可
能
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
例
え
ば
単
身

で
要
介
護
３
以
上
の
重
介
護
の
方
が
最
後
ま
で
住
み
続
け
る
に

は
当
然
に
３
６
５
日
24
時
間
の
見
守
り
や
介
護
が
必
要
と
な
る

で
し
ょ
う
。
同
居
す
る
家
人
が
い
る
居
宅
に
お
け
る
場
合
と
違
っ

て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
け
を
前
提
と

す
る
限
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
途
切
れ
た
空
白
状
態
の
時
間
帯
の
安

心
と
安
全
は
保
障
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
呼
べ
ば
（
コ
ー

ル
す
れ
ば
）
い
つ
で
も
、
す
ぐ
に
部
屋
に
来
て
く
れ
る
と
い
う

常
駐
型
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
賃
貸
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
、
24
時
間
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
し
得
る
生
活
環
境
を
具
備
し
た
施
設
の
概
念
が
望

ま
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
民
間
版
」
の
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 八

重
桜
の
介
席
膳

�

九
月
十
六
日
（
金
）�

先

付	

か
ぼ
ち
ゃ
ク
リ
ー
ム
煮

前

菜	
	

黒
胡
麻
豆
腐

	

柿
な
ま
す

	

里
芋
田
楽

	

お
く
ら
・
カ
ニ
カ
マ
・
寒
天
寄
せ

	

だ
し
巻
き
玉
子

主

菜	

秋
刀
魚
酒
蒸
し

	

　あ
し
ら
い

　し
め
じ
、
法
蓮
草
、	

	
	

紅
葉
麩

汁	

き
の
こ
の
味
噌
汁

水
菓
子	

レ
モ
ン
杏
仁
豆
腐

Day garden 新薬師
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
薬
師
が
時
を
刻
み
始
め
ま
し
た
。

初
め
て
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

　
８
月
27
日
、
新
薬
師
の
初
め
て
の
植
樹
会
で

し
た
。
井
上
ヒ
ロ
子
様
、
吉
住
仁
良
様
に
渡
部

ミ
カ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
昔
は
百
姓
を
し
て
い
た
か
ら
、
土
を
さ
わ
る

の
は
慣
れ
て
る
ね
ん
！
」（
井
上
様
）

「
花
を
植
え
る
の
は
難
し
い
な
…
ハ
ッ
ハ
ッ

ハ
ッ
ー
（
笑
）」（
吉
住
様
）

「
長
く
美
し
く
…
」に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
薬
師
で
は
、
９
月
11
日
に

ひ
と
足
早
く「
敬
老
の
お
祝
い
会
」を
し
ま
し
た
。

　
三
宅
芳
子
様
の
百
三
賀
（
百
三
歳
）
を
利
用

者
様
共
々
お
祝
い
致
し
ま
し
た
。
お
元
気
で

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
も
ご
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
左
―
お
月
見
の
工
作
品
を
背
景
に
し
て
記
念
写
真
）

高
齢
者
住
宅
の
将
来
像
︱
法
改
正
と
理
解
の
視
点
〈
そ
の
一
〉︱

株
式
会
社
八
重
桜
　
代
表
取
締
役
顧
問

　
西
　
勝�

康

次
号
に
続
き
ま
す
。

前�

菜
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送
迎
の
車
窓
に
流
れ
る
風
は
秋	

稲
場
　
克
允

農
道
に
赤
く
燃
ゆ
る
や
彼
岸
花	

松
本	

美
佐
子

名
月
に
う
さ
ぎ
が
見
え
る
縁
の
端	

伊
勢
　
久
子

仲
よ
し
の
皆
揃
っ
て
句
会
か
な	

三
宅
　
芳
子

秋
の
風
月
々
ご
と
に
寒
く
な
る	
井
上	

ヒ
ロ
子

鈴
虫
や
羽
の
上
げ
下
げ
音
色
だ
す	
岡	

ト
ミ
エ

俳
句
教
室
発
表
句
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

塩
田 

智
美
（
俳
句
教
室
担
当
）

（
秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
元
気
に
八
重
桜
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

（
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
風
景
で
す
ね
。）

（
月
見
団
子
が
あ
れ
ば
最
高
の
お
月
見
で
す
。）

（
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。）

（
寒
く
な
り
ま
す
。
お
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。）

（
秋
、
虫
の
音
色
を
聴
い
て
い
る
と
ぐ
っ
す
り
眠
れ
そ
う
で
す
。）

＊
左
三
句
は
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
薬
師
「
俳
句
教
室
作
品
」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
―
ス
タ
ッ
フ
の
か
く
れ
た
努
力
―

デ
イ
＆
ナ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜

馳
せ
走
る 

　
　
　
　
　
　
　  

の
ひ
と
り
ご
と

　西 

勝
康

食
の

匠

長
か
っ
た
残
暑
、
続
い
て
上
陸
し
た
台
風
に
気
の
滅
入
る
九
月

で
し
た
が
、
よ
う
や
く
秋
風
が
吹
き
始
め
ま
し
た
。

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
て
頂
こ
う
と
今
月
は
栗
、
柿
、
菊
花
、

里
芋
等
を
多
用
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
う
～
ん
…
頑
張
っ
て
松
茸
も
ど
こ
か
で
…
…
。

継
続
が
肝
要
…
と
、
心
し
て
い
ま
す
。

９
月
５
日
は
「
筋
ト
レ
の
日
」
で
し
た
。
参
加
者
は

十
八
人
。
川
田
優
ス
タ
ッ
フ
が
筋
ト
レ
の
チ
ュ
ー
タ
と

な
っ
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
し
た
。
椅
子
に
座
っ
て
の

身
体
各
部
の
運
動
に
は
楽
し
さ
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

肝
要
で
す
の
で
チ
ュ
ー
タ
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

敬
老
の
会
は「
金
色
夜
叉
」で
…

９
月
22
日
の
「
敬
老
の
会
」
で
は
演
劇
―
「
金

色
夜
叉
」
で
　
満
場
大
爆
笑
で
し
た
。

「
お
宮
さ
ん
。
来
年
の
今
月
今
夜
、
再
来
年
の

今
月
今
夜
の
こ
の
月
を
僕
の
涙
で
曇
ら
せ
て
見
せ

る
…
ク
ッ
ク
～
」

貫
一
、
お
宮
の
主
役
の
二
人
の
熱
演
も
結
構

だ
っ
た
け
れ
ど
、
背
景
の
「
松
の
木
」
と
黄
色
い

「
お
月
さ
ま
」、
そ
れ
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
「
雲
」

を
演
じ
た
ス
タ
ッ
フ
の
楽
し
そ
う
な
顔
！
！
！�

小
学
校
の
頃
、
学
芸
会
の
人
選
に
漏
れ
て
寂
し

か
っ
た
け
ど
、
や
っ
と
出
演
の
夢
が
か
な
っ
た
の

で
す
。
ハ
イ
。

敬
老
会
記
念
品
は
…
…

利
用
者
の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
記
念
品
に
は
何

が
い
い
か
…
何
日
も
前
か
ら
ス
タ
ッ
フ
は
苦
心
し
ま

す
！入

浴
時
の
着
替
え
袋
（
巾
着
袋
）
や
、
特
に
通
所
の

方
々
に
は
ポ
ー
チ
を
！
　

喜
ん
で
頂
け
た
か
し
ら
…
！
。

救
急
時
の
訓
練
―
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
訓
練

９
月
９
日
（
６
時
半
か
ら
）
桜
塾
の
研
修
で
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
っ
た
救
命
訓
練（
心

肺
停
止
に
陥
っ
た
患
者
さ
ん
を
蘇
生
さ
せ
る
）を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
真
剣
で
し
た
。

特
養
待
機
者
に
と
っ
て
福
音
と
な
る
か
？
　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
制
度
の
創
設
普
及
を

目
的
と
す
る
「
高
齢
者
住
ま
い
法
の
改
正
法
」
が
十
月
二
十

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
「
高
齢
者
円
滑
入
居

賃
貸
住
宅
」「
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
」「
高
齢
者
向
け
優

良
賃
貸
住
宅
」
等
の
名
称
で
高
齢
者
向
け
住
宅
の
供
給
が

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
こ
れ
ら
の
制
度
を
整
理
し

一
本
化
さ
れ
た
の
が
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

の
新
し
い
概
念
で
す
。

高
齢
者
世
帯
や
要
介
護
者
等
の
急
激
な
増
加
に
対
応
し
、

介
護
・
医
療
と
連
携
し
て
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
付
き
住
宅
（
一
戸
当
た
り
25
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の

供
給
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
国
交
省
だ
け
で
は
な
く
厚
労
省
も
共
に
管

轄
し
て
10
年
計
画
で
60
万
戸
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
入

居
対
象
者
は
60
歳
以
上
の
自
立
か
ら
要
介
護
の
方
ま
で
の

高
齢
単
身
者
・
夫
婦
世
帯
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
―
従
来
の
高
齢
者
住
宅

と
ど
こ
が
違
う
の
か
、
本
誌
の
次
号
に
亘
っ
て
解
り
や
す
く

お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
ず
は
、
こ
こ
で
云
う
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
」
と
は
何
か
。

こ
れ
は
介
護
・
医
療
・
福
祉
関
係
の
職
員
が
少
な
く
と
も

日
中
常
駐
す
る
こ
と
、
及
び
夜
間
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
こ
と
で
、状
況
把
握
（
安
否
確
認
）
を
す
る
こ
と
、

ま
た
生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
管
理
人
の
居
る
老
人
マ
ン

シ
ョ
ン
と
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

実
際
に
も
要
介
護
世
帯
の
方
は
さ
ら
な
る
密
度
の
高
い
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
な
い
と
充
実
し
て

暮
ら
し
て
ゆ
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
有
料
・
無

料
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
化

さ
れ
た
有
効
な
「
高
齢
者
向
け
住
宅
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
し
、
ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
強
く

思
う
次
第
で
す
。

実
際
に
国
の
基
準
に
則
し
た
こ
の
概
念
の
共
同
住
宅
は
有
料

老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
住
宅
は
自
立
の
方
か
ら
要
介
護

の
方
ま
で
入
居
が
可
能
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
例
え
ば
単
身

で
要
介
護
３
以
上
の
重
介
護
の
方
が
最
後
ま
で
住
み
続
け
る
に

は
当
然
に
３
６
５
日
24
時
間
の
見
守
り
や
介
護
が
必
要
と
な
る

で
し
ょ
う
。
同
居
す
る
家
人
が
い
る
居
宅
に
お
け
る
場
合
と
違
っ

て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
け
を
前
提
と

す
る
限
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
途
切
れ
た
空
白
状
態
の
時
間
帯
の
安

心
と
安
全
は
保
障
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
呼
べ
ば
（
コ
ー

ル
す
れ
ば
）
い
つ
で
も
、
す
ぐ
に
部
屋
に
来
て
く
れ
る
と
い
う

常
駐
型
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
賃
貸
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
、
24
時
間
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
し
得
る
生
活
環
境
を
具
備
し
た
施
設
の
概
念
が
望

ま
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
民
間
版
」
の
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 八

重
桜
の
介
席
膳

�

九
月
十
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日
（
金
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、
法
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麩

汁	

き
の
こ
の
味
噌
汁

水
菓
子	

レ
モ
ン
杏
仁
豆
腐

Day garden 新薬師
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
薬
師
が
時
を
刻
み
始
め
ま
し
た
。

初
め
て
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

　
８
月
27
日
、
新
薬
師
の
初
め
て
の
植
樹
会
で

し
た
。
井
上
ヒ
ロ
子
様
、
吉
住
仁
良
様
に
渡
部

ミ
カ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
昔
は
百
姓
を
し
て
い
た
か
ら
、
土
を
さ
わ
る

の
は
慣
れ
て
る
ね
ん
！
」（
井
上
様
）

「
花
を
植
え
る
の
は
難
し
い
な
…
ハ
ッ
ハ
ッ

ハ
ッ
ー
（
笑
）」（
吉
住
様
）

「
長
く
美
し
く
…
」に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
薬
師
で
は
、
９
月
11
日
に

ひ
と
足
早
く「
敬
老
の
お
祝
い
会
」を
し
ま
し
た
。

　
三
宅
芳
子
様
の
百
三
賀
（
百
三
歳
）
を
利
用

者
様
共
々
お
祝
い
致
し
ま
し
た
。
お
元
気
で

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
も
ご
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
左
―
お
月
見
の
工
作
品
を
背
景
に
し
て
記
念
写
真
）

高
齢
者
住
宅
の
将
来
像
︱
法
改
正
と
理
解
の
視
点
〈
そ
の
一
〉︱

株
式
会
社
八
重
桜
　
代
表
取
締
役
顧
問

　
西
　
勝�

康

次
号
に
続
き
ま
す
。
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送
迎
の
車
窓
に
流
れ
る
風
は
秋	

稲
場
　
克
允

農
道
に
赤
く
燃
ゆ
る
や
彼
岸
花	

松
本	

美
佐
子

名
月
に
う
さ
ぎ
が
見
え
る
縁
の
端	

伊
勢
　
久
子

仲
よ
し
の
皆
揃
っ
て
句
会
か
な	

三
宅
　
芳
子

秋
の
風
月
々
ご
と
に
寒
く
な
る	

井
上	

ヒ
ロ
子

鈴
虫
や
羽
の
上
げ
下
げ
音
色
だ
す	

岡	

ト
ミ
エ

俳
句
教
室
発
表
句
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

塩
田 

智
美
（
俳
句
教
室
担
当
）

（
秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
元
気
に
八
重
桜
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

（
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
風
景
で
す
ね
。）

（
月
見
団
子
が
あ
れ
ば
最
高
の
お
月
見
で
す
。）

（
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。）

（
寒
く
な
り
ま
す
。
お
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。）

（
秋
、
虫
の
音
色
を
聴
い
て
い
る
と
ぐ
っ
す
り
眠
れ
そ
う
で
す
。）

＊
左
三
句
は
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新
薬
師
「
俳
句
教
室
作
品
」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
―
ス
タ
ッ
フ
の
か
く
れ
た
努
力
―

デ
イ
＆
ナ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜

馳
せ
走
る 

　
　
　
　
　
　
　  

の
ひ
と
り
ご
と

　西 

勝
康

食
の

匠

長
か
っ
た
残
暑
、
続
い
て
上
陸
し
た
台
風
に
気
の
滅
入
る
九
月

で
し
た
が
、
よ
う
や
く
秋
風
が
吹
き
始
め
ま
し
た
。

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
て
頂
こ
う
と
今
月
は
栗
、
柿
、
菊
花
、

里
芋
等
を
多
用
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
う
～
ん
…
頑
張
っ
て
松
茸
も
ど
こ
か
で
…
…
。

継
続
が
肝
要
…
と
、
心
し
て
い
ま
す
。

９
月
５
日
は
「
筋
ト
レ
の
日
」
で
し
た
。
参
加
者
は

十
八
人
。
川
田
優
ス
タ
ッ
フ
が
筋
ト
レ
の
チ
ュ
ー
タ
と

な
っ
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
し
た
。
椅
子
に
座
っ
て
の

身
体
各
部
の
運
動
に
は
楽
し
さ
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

肝
要
で
す
の
で
チ
ュ
ー
タ
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

敬
老
の
会
は「
金
色
夜
叉
」で
…

９
月
22
日
の
「
敬
老
の
会
」
で
は
演
劇
―
「
金

色
夜
叉
」
で
　
満
場
大
爆
笑
で
し
た
。

「
お
宮
さ
ん
。
来
年
の
今
月
今
夜
、
再
来
年
の

今
月
今
夜
の
こ
の
月
を
僕
の
涙
で
曇
ら
せ
て
見
せ

る
…
ク
ッ
ク
～
」

貫
一
、
お
宮
の
主
役
の
二
人
の
熱
演
も
結
構

だ
っ
た
け
れ
ど
、
背
景
の
「
松
の
木
」
と
黄
色
い

「
お
月
さ
ま
」、
そ
れ
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
「
雲
」

を
演
じ
た
ス
タ
ッ
フ
の
楽
し
そ
う
な
顔
！
！
！�

小
学
校
の
頃
、
学
芸
会
の
人
選
に
漏
れ
て
寂
し

か
っ
た
け
ど
、
や
っ
と
出
演
の
夢
が
か
な
っ
た
の

で
す
。
ハ
イ
。

敬
老
会
記
念
品
は
…
…

利
用
者
の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
記
念
品
に
は
何

が
い
い
か
…
何
日
も
前
か
ら
ス
タ
ッ
フ
は
苦
心
し
ま

す
！入

浴
時
の
着
替
え
袋
（
巾
着
袋
）
や
、
特
に
通
所
の

方
々
に
は
ポ
ー
チ
を
！
　

喜
ん
で
頂
け
た
か
し
ら
…
！
。

救
急
時
の
訓
練
―
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
訓
練

９
月
９
日
（
６
時
半
か
ら
）
桜
塾
の
研
修
で
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
っ
た
救
命
訓
練（
心

肺
停
止
に
陥
っ
た
患
者
さ
ん
を
蘇
生
さ
せ
る
）を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
真
剣
で
し
た
。

特
養
待
機
者
に
と
っ
て
福
音
と
な
る
か
？
　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
制
度
の
創
設
普
及
を

目
的
と
す
る
「
高
齢
者
住
ま
い
法
の
改
正
法
」
が
十
月
二
十

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
「
高
齢
者
円
滑
入
居

賃
貸
住
宅
」「
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
」「
高
齢
者
向
け
優

良
賃
貸
住
宅
」
等
の
名
称
で
高
齢
者
向
け
住
宅
の
供
給
が

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
こ
れ
ら
の
制
度
を
整
理
し

一
本
化
さ
れ
た
の
が
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

の
新
し
い
概
念
で
す
。

高
齢
者
世
帯
や
要
介
護
者
等
の
急
激
な
増
加
に
対
応
し
、

介
護
・
医
療
と
連
携
し
て
高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
付
き
住
宅
（
一
戸
当
た
り
25
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の

供
給
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
国
交
省
だ
け
で
は
な
く
厚
労
省
も
共
に
管

轄
し
て
10
年
計
画
で
60
万
戸
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
入

居
対
象
者
は
60
歳
以
上
の
自
立
か
ら
要
介
護
の
方
ま
で
の

高
齢
単
身
者
・
夫
婦
世
帯
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
―
従
来
の
高
齢
者
住
宅

と
ど
こ
が
違
う
の
か
、
本
誌
の
次
号
に
亘
っ
て
解
り
や
す
く

お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
ず
は
、
こ
こ
で
云
う
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
」
と
は
何
か
。

こ
れ
は
介
護
・
医
療
・
福
祉
関
係
の
職
員
が
少
な
く
と
も

日
中
常
駐
す
る
こ
と
、
及
び
夜
間
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
こ
と
で
、状
況
把
握
（
安
否
確
認
）
を
す
る
こ
と
、

ま
た
生
活
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
管
理
人
の
居
る
老
人
マ
ン

シ
ョ
ン
と
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

実
際
に
も
要
介
護
世
帯
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方
は
さ
ら
な
る
密
度
の
高
い
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
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介
護
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
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な
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充
実
し
て

暮
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ゆ
け
な
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う
こ
と
を
考
え
る
と
、
有
料
・
無

料
の
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か
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わ
ら
ず
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サ
ー
ビ
ス
が
一
体
化
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齢
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向
け
住
宅
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。
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概
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英語のブルーム（bloom）は開花期・花盛り・元気・健康真っ盛り・顔の健康色という意味です。桜
重
八 2 0 11年10月

15号Bloom Letter
人
生
に
一
度
の
メ
モ
リ
ー
を
…

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
当
日
の
ご
高
齢
者
の
中
で
喜
寿（
七
十
七
歳
）の
賀
を
迎
え
ら
れ
た
方
が
一
名
、

傘
寿
（
八
十
歳
）
の
方
二
名
、
米
寿
（
八
十
八
歳
）
の
方
七
名
、
卒
寿
（
九
十
歳
）
の
方
が
三
名
お
ら

れ
ま
し
た
。
一
生
に
一
度
の
大
賀
記
念
で
す
か
ら
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
朱
印
の
「
お
手
形
」
を
お

作
り
致
し
ま
し
た
。
新
し
い
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
新
薬
師
」
で
は
百
三
賀
（
百
三
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
お

方
の
お
祝
い
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

敬
老
「
二
胡
演
奏
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　“
二
胡
の
会
「
エ
ル
ー
」”
の
四
名
の
皆
様
の�

心
の
こ
も
っ
た
演
奏
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

中
国
の
歌
や
懐
か
し
い
日
本
歌
謡
、
童
謡
等
を
聞

か
せ
て
頂
い
て
、
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
し
て
下
さ
っ
た
の
は
左
記
の
方
々
で
し
た
。

　
福
田
揚
子
様
、
木
村
あ
け
み
様
、
平
井
和
世
様
、

川
田
節
子
様
（
順
不
同
）
の
四
名
様
で
し
た
。

　
皆
様
、
演
奏
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企画・監修 株式会社ウェルネット　発行元 株式会社八重桜

デイハウス 八重桜

10月になりました。
今年の夏は大型台風の上陸で、奈良
県にも大きな被害があり大変でした。
デイハウスでは、育てていたゴーヤ
が少し収穫できました。
ゴーヤは苦味が強く苦手な方もいらっ
しゃると思いますが、生活習慣病など
の諸症状に効果があると言われてい
ます。秋はおいしい食べ物がたくさん
出てきます。いっぱい食べていっぱい
笑って元気に過ごしましょう。 デイサービス 八重桜

日増しに秋の深まりを感じるようにな
りましたね。
実りの秋です。旬の食材もたくさんあ
ります。そのなかでもキノコは、食物
繊維が豊富に含まれていて便秘予防
に効果的です。免疫力を高める成分
や、糖尿病や動脈硬化を予防する栄
養成分も豊富に含まれています。そ
して、何よりも低カロリー。ダイエッ
トにも最適です。旬の食材をおいしく
いただき、季節を感じながら健康に
過ごしていきたいですね。
10月は、運動会をはじめ楽しい催し
を企画しています。
朝晩、少し冷え込むようになってきま
したが、体調に気をつけて元気に八
重桜へお越しください。

ステイケア 八重桜

初秋。まだまだ寝苦しい夜が続いて
います。それでも日によっては朝方、
肌寒く感じる日もありますが…。
こんなに天候不順な日が続くと、気
持ちも沈んできます。こんな夜は、
昼はデイでお風呂・夜はスタッフと
楽しく涼しく過ごせるステイケアを
どうぞご利用下さい。
美味しいご飯を準備してお待ちして
おります。

八重桜の掲示板

デイサービス八重桜 9月工作作品

デイハウス八重桜 9月工作作品

� 中山 實男　（写真：文）
奈良公園の荒池の近くに、「十三鐘」と呼ばれる御堂があ

ります。昔、興福寺の小僧さん達が習字をしていると、そこ
へ鹿が近づいて来た。小僧さんの中の「三作」という子が
文鎮を鹿めがけて投げつけたら、運悪く鹿に命中してその
鹿は死んでしまった。
当時鹿は春日大社の神使として、殺した者は石詰の刑に
する掟が有りました。「三作」も子供といえども許されず、
年齢の十三歳にちなんで一丈三尺の井戸が掘られ、「三作」
は死んだ鹿を抱かせられて井戸へ入られ、石や瓦を詰めて
石子詰めにされました。
その御堂が「十三鐘」であり、それ以来奈良の町では石
子詰めが怖くて、家の前に鹿の死体があった場合には、そっ
と隣に移動させなくてはと、朝は早起きになったそうです。

 

二
年
が
過
ぎ
て

�

中
川
　
雅
義

自
分
が
こ
の
八
重
桜
に
入
社
し
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約
二
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
介
護
経
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も
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く
、

資
格
も
な
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っ
た
の
で
す
が
、
会
社
の
先
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方

や
上
司
の
方
々
に
色
々
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え
て
頂
い
た
り
、
助

け
て
頂
い
た
り
と
、
と
て
も
親
身
に
な
っ
て
頂

き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
が
こ
の
仕
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を
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て
い
く
上
で
今
で
も

一
番
大
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に
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っ
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「
思
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り

の
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へ
の
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し
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」
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す
。
介

護
の
技
術
だ
け
で
は
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く
真
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の
こ
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っ
た

温
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り
の
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を
提
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カメラ散歩

ステイケア 八重桜

秋も深まりつつあります。ぬくもり
が恋しくなる季節ですね。
一日の気温の変化が大きく体調を崩
しやすい時期でもあります。快適に過
ごしていただけるよう寝具の調整や
お部屋の温度の調整など、ちょっとし
たことでも遠慮なくお声をかけてくだ
さい。ステイケアでは、温かいお食
事と温かいお布団と温かいスタッフの
笑顔が皆様をお待ちしています。

デイガーデン新薬師

すっかり涼しくなりましたが、皆様は
お元気でしょうか。職員はいつも元気
に皆様を迎えさせて頂いております。
10月といえば「イチョウ」花言葉は
「長寿」。長寿の秘
訣を伺うと「笑顔」
とおっしゃってく
ださいました。
これからも、皆様
と毎日笑顔で過ご
していきたいと思
います。 関口�容子

（
全
八
重
桜
グ
ル
ー
プ
の
施
設
で
行
い
ま
し
た
）

居宅介護支援事業所 八重桜

朝夕、めっきり冷え込むようになり
ました。この頃は、「ひざが痛い」「腰
が痛い」などの声を多く聞くように
なりました。湿布薬や痛み止めの薬
を使っていただくこともありますが、
「冷え」からきていることも考えら
れますので、温かいお風呂で温める
こともお勧めしています。家のお風
呂や銭湯もいいですが、デイサービ
スの広いお風呂にゆったりと浸かっ
て心身共にも温かくなってください。

小規模通所介護

デイガーデン 八重桜

残暑は厳しいものの、デイガーデン
の庭には少しずつ秋の気配が訪れて
います。日中はトンボが池の周りを飛
び、夕方には虫の声が聞こえるよう
になりました。寒さに強いお花に植
えかえようと計画中です。

デイ＆ナイトサービス 八重桜

9/22（木）午後から敬老会を行いま
した。短い時間でしたが、職員の出
し物に利用者様が大笑い。「シワが
増える！」と利用者様。
夏祭りに引き続き女装での出し物
（笑）。ここの男性職員は女装に興味
があるのかしら。。。
次回のイベントにも期待が持てます。
記念品と写真立てと大笑いの想い出
を持って帰っていただきました。
来年の敬老会も元気でお会いしま
しょうネ。

氏

　名

勤
務
地
入
社
月

資

　格

田
中 

正
宏

本
　
店

四
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

井
本 

良
江

本
　
店

四
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

今
井 

貴
幸

本
　
店

五
月

坂
口 

正
樹

本
　
店

五
月

皆
田 

美
千
代
本
　
店

五
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

中
山 

達
男

本
　
店

五
月

姫
田 

真
伸

本
　
店

七
月

西
川 

勉

本
　
店

七
月

一
級
建
築
士

坂
口 

健
太

本
　
店

八
月

中
尾 

幹
子

本
　
店

八
月

森
口 

や
よ
い
本
　
店

九
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

田
代 

敦
士

本
　
店

九
月

三
浦 

知
里

２
号
店

五
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

坂
谷 

和
紀

２
号
店

五
月

末
松 

智
恵

４
号
店

四
月

砂
川 

明
子

４
号
店

五
月

介
護
福
祉
士

初
心
を
忘
れ
ず
に
利
用
者
の
皆
様
に
心
か
ら

喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
真
心
の
こ
も
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歓
迎

新
し
い
仲
間 

（
四
月
以
降
）

仲
良
く
し
て
下
さ
い
ね

bloomlettervol15.indd   1 2011/09/28   17:22:22



英語のブルーム（bloom）は開花期・花盛り・元気・健康真っ盛り・顔の健康色という意味です。桜
重
八 2 0 11年10月

15号Bloom Letter
人
生
に
一
度
の
メ
モ
リ
ー
を
…

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
八
重
桜
当
日
の
ご
高
齢
者
の
中
で
喜
寿（
七
十
七
歳
）の
賀
を
迎
え
ら
れ
た
方
が
一
名
、

傘
寿
（
八
十
歳
）
の
方
二
名
、
米
寿
（
八
十
八
歳
）
の
方
七
名
、
卒
寿
（
九
十
歳
）
の
方
が
三
名
お
ら

れ
ま
し
た
。
一
生
に
一
度
の
大
賀
記
念
で
す
か
ら
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
朱
印
の
「
お
手
形
」
を
お

作
り
致
し
ま
し
た
。
新
し
い
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
新
薬
師
」
で
は
百
三
賀
（
百
三
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
お

方
の
お
祝
い
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

敬
老
「
二
胡
演
奏
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　“
二
胡
の
会
「
エ
ル
ー
」”
の
四
名
の
皆
様
の�

心
の
こ
も
っ
た
演
奏
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

中
国
の
歌
や
懐
か
し
い
日
本
歌
謡
、
童
謡
等
を
聞

か
せ
て
頂
い
て
、
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
し
て
下
さ
っ
た
の
は
左
記
の
方
々
で
し
た
。

　
福
田
揚
子
様
、
木
村
あ
け
み
様
、
平
井
和
世
様
、

川
田
節
子
様
（
順
不
同
）
の
四
名
様
で
し
た
。

　
皆
様
、
演
奏
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

企画・監修 株式会社ウェルネット　発行元 株式会社八重桜

デイハウス 八重桜

10月になりました。
今年の夏は大型台風の上陸で、奈良
県にも大きな被害があり大変でした。
デイハウスでは、育てていたゴーヤ
が少し収穫できました。
ゴーヤは苦味が強く苦手な方もいらっ
しゃると思いますが、生活習慣病など
の諸症状に効果があると言われてい
ます。秋はおいしい食べ物がたくさん
出てきます。いっぱい食べていっぱい
笑って元気に過ごしましょう。 デイサービス 八重桜

日増しに秋の深まりを感じるようにな
りましたね。
実りの秋です。旬の食材もたくさんあ
ります。そのなかでもキノコは、食物
繊維が豊富に含まれていて便秘予防
に効果的です。免疫力を高める成分
や、糖尿病や動脈硬化を予防する栄
養成分も豊富に含まれています。そ
して、何よりも低カロリー。ダイエッ
トにも最適です。旬の食材をおいしく
いただき、季節を感じながら健康に
過ごしていきたいですね。
10月は、運動会をはじめ楽しい催し
を企画しています。
朝晩、少し冷え込むようになってきま
したが、体調に気をつけて元気に八
重桜へお越しください。

ステイケア 八重桜

初秋。まだまだ寝苦しい夜が続いて
います。それでも日によっては朝方、
肌寒く感じる日もありますが…。
こんなに天候不順な日が続くと、気
持ちも沈んできます。こんな夜は、
昼はデイでお風呂・夜はスタッフと
楽しく涼しく過ごせるステイケアを
どうぞご利用下さい。
美味しいご飯を準備してお待ちして
おります。

八重桜の掲示板

デイサービス八重桜 9月工作作品

デイハウス八重桜 9月工作作品

� 中山 實男　（写真：文）
奈良公園の荒池の近くに、「十三鐘」と呼ばれる御堂があ

ります。昔、興福寺の小僧さん達が習字をしていると、そこ
へ鹿が近づいて来た。小僧さんの中の「三作」という子が
文鎮を鹿めがけて投げつけたら、運悪く鹿に命中してその
鹿は死んでしまった。
当時鹿は春日大社の神使として、殺した者は石詰の刑に
する掟が有りました。「三作」も子供といえども許されず、
年齢の十三歳にちなんで一丈三尺の井戸が掘られ、「三作」
は死んだ鹿を抱かせられて井戸へ入られ、石や瓦を詰めて
石子詰めにされました。
その御堂が「十三鐘」であり、それ以来奈良の町では石
子詰めが怖くて、家の前に鹿の死体があった場合には、そっ
と隣に移動させなくてはと、朝は早起きになったそうです。

 
二
年
が
過
ぎ
て

�

中
川
　
雅
義

自
分
が
こ
の
八
重
桜
に
入
社
し
て
約
二
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
介
護
経
験
も
な
く
、

資
格
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
会
社
の
先
輩
方

や
上
司
の
方
々
に
色
々
教
え
て
頂
い
た
り
、
助

け
て
頂
い
た
り
と
、
と
て
も
親
身
に
な
っ
て
頂

き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
が
こ
の
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
今
で
も

一
番
大
事
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
「
思
い
や
り

の
あ
る
利
用
者
様
へ
の
接
し
方
」
で
す
。
介

護
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
真
心
の
こ
も
っ
た

温
も
り
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と

願
い
な
が
ら
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

利
用
者
様
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
時
や
、

心
底
か
ら
の
笑
顔
が
拝
見
で
き
た
時
な
ど
が
、

私
に
と
っ
て
も
一
番
嬉
し
い
時
で
あ
り
、
こ
の

仕
事
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
瞬

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
八
月
一
日
か
ら
「
デ
イ
ガ
ー
デ
ン
新

薬
師
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
頼
れ
る
ス
タ
ッ
フ
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、�
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文

八
重
桜
の
九
月
十
九
日
は
＂敬
老
会＂
で
し
た
。

社
員
投
稿
欄

今
月
号
も
「
古
代
史
雑
考
」
は
お
休
み
し
ま
す
。

古
代
史
雑
考
シ
リ
ー
ズ 

カメラ散歩

ステイケア 八重桜

秋も深まりつつあります。ぬくもり
が恋しくなる季節ですね。
一日の気温の変化が大きく体調を崩
しやすい時期でもあります。快適に過
ごしていただけるよう寝具の調整や
お部屋の温度の調整など、ちょっとし
たことでも遠慮なくお声をかけてくだ
さい。ステイケアでは、温かいお食
事と温かいお布団と温かいスタッフの
笑顔が皆様をお待ちしています。

デイガーデン新薬師

すっかり涼しくなりましたが、皆様は
お元気でしょうか。職員はいつも元気
に皆様を迎えさせて頂いております。
10月といえば「イチョウ」花言葉は
「長寿」。長寿の秘
訣を伺うと「笑顔」
とおっしゃってく
ださいました。
これからも、皆様
と毎日笑顔で過ご
していきたいと思
います。 関口�容子

（
全
八
重
桜
グ
ル
ー
プ
の
施
設
で
行
い
ま
し
た
）

居宅介護支援事業所 八重桜

朝夕、めっきり冷え込むようになり
ました。この頃は、「ひざが痛い」「腰
が痛い」などの声を多く聞くように
なりました。湿布薬や痛み止めの薬
を使っていただくこともありますが、
「冷え」からきていることも考えら
れますので、温かいお風呂で温める
こともお勧めしています。家のお風
呂や銭湯もいいですが、デイサービ
スの広いお風呂にゆったりと浸かっ
て心身共にも温かくなってください。

小規模通所介護

デイガーデン 八重桜

残暑は厳しいものの、デイガーデン
の庭には少しずつ秋の気配が訪れて
います。日中はトンボが池の周りを飛
び、夕方には虫の声が聞こえるよう
になりました。寒さに強いお花に植
えかえようと計画中です。

デイ＆ナイトサービス 八重桜

9/22（木）午後から敬老会を行いま
した。短い時間でしたが、職員の出
し物に利用者様が大笑い。「シワが
増える！」と利用者様。
夏祭りに引き続き女装での出し物
（笑）。ここの男性職員は女装に興味
があるのかしら。。。
次回のイベントにも期待が持てます。
記念品と写真立てと大笑いの想い出
を持って帰っていただきました。
来年の敬老会も元気でお会いしま
しょうネ。
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五
月

坂
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樹
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五
月

皆
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千
代
本
　
店

五
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

中
山 

達
男

本
　
店

五
月

姫
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真
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西
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勉
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七
月

一
級
建
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士

坂
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健
太
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店

八
月

中
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幹
子

本
　
店

八
月

森
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や
よ
い
本
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九
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

田
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敦
士

本
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九
月

三
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知
里

２
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店

五
月

ヘ
ル
パ
ー
２
級

坂
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和
紀
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五
月

末
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智
恵

４
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店

四
月

砂
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明
子

４
号
店

五
月

介
護
福
祉
士

初
心
を
忘
れ
ず
に
利
用
者
の
皆
様
に
心
か
ら

喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
真
心
の
こ
も
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歓
迎

新
し
い
仲
間 

（
四
月
以
降
）

仲
良
く
し
て
下
さ
い
ね
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